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大規模災害時、多くの空港では、緊急物資の配送拠点や緊急医療活動の後方支援基地としての活用

が位置づけられており、広域防災拠点の一つとなっている。2011 年に発生した東日本大震災では、一

つの空港に 1日 100機を超える航空機が集中し、空港面の混雑や駐機スペース不足が課題となった。そ

の際、誘導路や誘導路横のグラスエリアを臨時の駐機スペースとして活用するなどの災害時の特殊運

用で対応した。このように大規模災害時には、平常時の空港運用とは異なり、本来使えるはずの誘導

路が利用できないことによる空港面での混雑やそれに伴う滑走路端の待ち行列が発生することが予想

され、処理容量の低下が考えられる。本発表では、大規模災害時における空港面で発生する課題につ

いて紹介し、空港面交通シミュレータを活用した検討状況について報告を行う。 
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1．はじめに 
 
大規模災害時、多くの空港では、緊急物資の配送拠点

や緊急医療活動の後方支援基地としての活用が位置づけ

られており、広域防災拠点の一つとなっている。2011年
に発生した東日本大震災では、発災直後から消防防災ヘ

リや自衛隊機などあらゆる運用主体の航空機が被災県の

空港に飛来し、救命救助、人員輸送、物資輸送、情報収

集などの活動を行った。これら航空機の活動拠点は空港

であることが多いが、発災直後は飛来が集中するため、

駐機スペース不足、航空燃油不足、支援物資の滞留、関

係機関間の情報共有・連携不足などの問題が生じた 1)。 
その際、誘導路や誘導路横のグラスエリアを臨時の駐

機スペースとして活用するなどの災害時の特殊運用で対

応した。このように大規模災害時には、平常時の空港運

用とは異なり、本来使えるはずの誘導路が利用できない

ことによる空港面での混雑やそれに伴う滑走路端の待ち

行列が発生することが予想され、処理容量の低下が考え

られる。本稿では、大規模災害時における空港面で発生

する課題について紹介し、空港面交通シミュレータを活

用した検討状況について報告を行う。 
 
 
2．東日本大震災時の空港における課題 
 
(1) 航空機の集中による課題 

東日本大震災時、被災県に近い花巻空港、山形空港、

福島空港には発災直後より多くの航空機が飛来した。そ

の数は、花巻空港、福島空港では 1日に 100機を超える

着陸回数であった。これは、平常時の 10 倍以上に匹敵
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する着陸数であり、震災直後の着陸機集中の激しさを伺

うことができる 2)。さらに特徴としては、通常は旅客機

等の固定翼機が中心の中、消防・防災ヘリ、警察ヘリ、

ドクターヘリ、海上保安庁機、自衛隊機、米軍機、民間

小型機、民航旅客機などの回転翼機を含めたあらゆる主

体の航空機を処理する必要がある。例えばW.Kodaro et al. 
3)は、回転翼機と固定翼機の混在下における空港運用方

法と容量に関する分析を行っており、固定翼機が増加す

ると滑走路の処理容量は大きく低下すると指摘している。 
被災県空港は空港自体が被災地域内にあり、空港自体の

被害や余震が続く中で通常と比べて極めて多くの航空機

の離着陸を処理しなければならない状態であったといえ

る。 
 
(2) 駐機スペース不足による課題 

1空港に平常時の 10倍以上の着陸数があると空港施設

面で大きな課題の一つになるのが空港エプロン等の駐機

スペースである。東日本大震災時、被災県空港である、

花巻空港、山形空港、福島空港では、どこも通常時に使

用する駐機スペースでは足りず、様々な工夫により駐機

スペースの確保を行った。 
花巻空港では、図-1 のような配置を行った。特に滑走

路東側の平行誘導路に自衛隊機を駐機させることで、多

くの航空機に対応した。山形空港では、平行誘導路がな

いため、固定翼機用の 5番スポットにも回転翼機を駐機

させ、小型機用等のエプロンにおいても最大 4機まで駐

機できるようにし（図-2 参照）、既存のエプロンを最大

限利用できるように配慮を行った。福島空港では、花巻

空港同様に平行誘導路に消防ヘリ等及び自衛隊機を駐機

させ多くの航空機の駐機（図-3 参照）に対応した。一部

のヘリにおいてはグラスエリアに駐機するなどの対応を

とった。荒谷ら 2)が示している着陸回数と比較すると、

駐機スペース制約で空港における航空機の処理能力が規

定されている様子がうかがえ、空港利用ニーズとしては

実績以上にあったものと想像される。 
 

 
図-1 花巻空港の駐機スペースの使用方法 2) 

（出典：国土交通省の写真に基づいて加筆） 

 

図-2 東日本大震災発生後の山形空港のエプロン使用方法4)  

 

 

図-3 福島空港の駐機スペースの使用方法2) 

（写真出典：国土交通省の写真に基づいて加筆） 

 
3．大規模災害時における空港面交通シミュレータ

の活用 
 

2 章で述べたとおり、大規模災害時、空港の処理能力

は、回転翼機と固定翼機の混在や駐機スペースの不足等

により、処理能力が通常よりも低下することが考えられ

る。そこで今後、山田ら 5)が開発した空港面シミュレー

タ（図-4 参照）を活用した空港の処理能力の算定を行っ

ていくこととする。本稿では、まだ大規模災害時用への

改良途中のため、現時点での空港面シミュレータの概説

と改良点について述べることとする。 
空港面シミュレータは、個別の旅客機をエージェント

とし、平常時の空港運用の混雑を再現したものである。

既に成田空港や関西空港等における活用事例があり、大

規模災害時用への対応として、固定翼機、回転翼機の混

在する繁忙な滑走路運用、駐機場外における駐機、空港

内の施設間の地上走行等を模擬できるように、改良し、

自治体毎の被災想定や救援計画に基づいた空港運用に対

応する検討を行っている。詳しくは発表時に説明を行う

こととする。 
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図-4 空港面シミュレータの概要図 

 
 
4．おわりに 
 
本稿では、大規模災害時における空港面で発生する課

題について紹介し、空港面交通シミュレータを活用した

検討状況について述べた。大規模災害時、他県からの航

空機の多くが被災県空港へ来ることが想定されている。

回転翼機と固定翼機の混在や平行誘導路への駐機など、

大規模災害発災直後は、空港本来の処理能力を発揮でき

ない可能性が指摘されている。特に緊急輸送ルートが確

保されるまでは、空からの救助活動が重要な役割を担っ

ている。今後は、空港面シミュレータを活用し、大規模

災害時用に、駐機場外における駐機、空港内の施設間の

地上走行等を模擬できるように改良を行い、事前にどの

程度の大規模災害時に空港が処理能力があるのかを検討

していく予定である。 
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